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特別企画プログラム

学会長企画講演『時代の変化を捉え、もう一度確認しよう。臨床検査技師の未来』
　〈第 1 日目（10 月 28 日）　第Ⅰ会場　13：30 ～ 15：00〉

司会：津田　聡一郎（学会長／株式会社アムル 上尾中央臨床検査研究所）

PP-1	� 臨床検査の分野を含めた今後の医療経済について
立石　隆（株式会社 HR シンフォニー代表取締役社長）　42

PP-2	� 臨床検査技師の法的地位―具体的事例を踏まえて―
墨岡　亮（弁護士／仁邦法律事務所）　44

市民公開講演〈第 1 日目（10 月 28 日）　第Ⅰ会場　16：00 ～ 17：30〉
司会：津田　聡一郎（学会長／株式会社アムル 上尾中央臨床検査研究所）

CT-1	� 笑いと健康
和合　治久（埼玉医科大学短期大学名誉教授）　49

CT-2	� 笑いのパワー
林家　たい平（落語家／一般社団法人落語協会理事）　50

日臨技企画 1『宮島会長講演』（ランチョンセミナー 1）
　〈第 1 日目（10 月 28 日）　第Ⅰ会場　12：00 ～ 13：00〉

司会：濱本　隆明（防衛医科大学校病院）

NP1	� 医療法・臨検法の一部改正に伴う今後の方向性 
―多様なニーズに対応できる臨床検査技師のあり方―

宮島　喜文（参議院議員／一般社団法人日本臨床衛生検査技師会代表理事会長）　55

日臨技企画 2『�学生フォーラム』
　〈第 1 日目（10 月 28 日）　第Ⅴ会場　15：10 ～ 16：40〉

司会：濱本　隆明（防衛医科大学校病院）
　　　伊藤　恵子（東武医学技術専門学校）

NP2	� 今、現場が求めるもの！臨床検査技師の可能性について切り拓く！！
濱本　隆明（防衛医科大学校病院）　56

伊藤　恵子（東武医学技術専門学校）　56

日臨技企画 3『�病棟業務ミニシンポジウム』
　〈第 2 日目（10 月 29 日）　第Ⅴ会場　13：20 ～ 14：10〉

司会：並木　薫（東京医学技術専門学校）

NP3	� 病棟業務ミニシンポジウム
並木　薫（東京医学技術専門学校）　57

NP3-1	� NICU での病棟検査業務　－当検査部の試み－
三志奈　賢司（埼玉医科大学病院）　58

NP3-2	� 臨床検査技師の病棟常駐配置の取り組み　～当院の病棟業務と今後の課題について～
岩嶋　誠（医療法人鉄蕉会亀田総合病院）　59

NP3-3	� 当院における病棟業務支援と救急センター担当技師の活動
鈴木　基郎（社会福祉法人太陽会安房地域医療センター）　60
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学会特別企画『穿刺液・体腔液検査セミナー』
　〈第 2 日目（10 月 29 日）　第Ⅰ会場 B　09：50 ～ 11：50〉

司会：岡田　茂治（埼玉県立がんセンター）

GSP-1	� 体腔液検査の標準化にむけて　― 一般検査における検査項目 ―
保科　ひづる（諏訪中央病院）　63

GSP-2	� 自動血球分析装置を用いた穿刺液検査
鈴木　崇峰（愛知医科大学病院中央臨床検査部）　64

若手実行委員企画 1『アンケートで明かされる検査技師の生態　集計結果報告会』
　〈第 1 日目（10 月 28 日）　第Ⅳ会場　16：40 ～ 17：30〉

司会：柿沼　智史（川口市立医療センター）

Y1�	 アンケート集計結果報告会
南雲　涼太（埼玉県済生会川口総合病院）67

若手実行委員企画 2『若手技師における Live@ 症例検討会』
　〈第 2 日目（10 月 29 日）　第Ⅰ会場 A　13：30 ～ 15：30〉

司会：猪浦　一人（埼玉県済生会栗橋病院）
　　　北川裕太朗（埼玉医科大学病院）

Y2-1�	 まず何をするか、その重要性を問う
波多野　佳彦（上尾中央医科グループ上尾中央総合病院）68

Y2-2�	 本当にそれでいいの？ 検査のその先へ
野口　咲（埼玉医科大学総合医療センター）68

Y2-3�	 教訓 !! 疑問を抱くことは最大の武器
小俣　諭子（獨協医科大学越谷病院）68

研究班セミナー 1『一般検査研究班セミナー』
　〈第 1 日目（10 月 28 日）　第Ⅱ会場　15：10 ～ 16：40〉

司会：小関　紀之（獨協医科大学越谷病院）

R1	� 尿沈渣検査法の新たなる可能性を切り拓く重要な成分　 
―尿沈渣検査法 2010 未収載成分の解説―

宿谷　賢一（東京大学医学部附属病院検査部）　71

研究班セミナー 2『臨床化学・血清・血液検査研究班セミナー』
　〈第 1 日目（10 月 28 日）　第Ⅲ会場　15：10 ～ 16：40〉

司会：原　誠則（壮幸会行田総合病院）

R2-1�	� 病棟業務に求められる臨床検査技師への心構え　―検体検査編―　アンケート集計報告
巖崎　達矢（東松山医師会病院）　72

R2-2�	� 病棟業務に求められる臨床検査技師への心構え　―検体検査編―　採血・採血管について
須長　宏行（積水メディカル株式会社）　72

R2-3�	� 病棟業務に求められる臨床検査技師への心構え　―検体検査編―　症例解説
大出　淳（埼玉医科大学総合医療センター）　72

R2-4�	� 病棟業務に求められる臨床検査技師への心構え　―検体検査編―　症例解説
庄司　和春（埼玉医科大学総合医療センター）　72

R2-5�	� 病棟業務に求められる臨床検査技師への心構え　―検体検査編―　症例解説
波多野　佳彦（上尾中央医科グループ上尾中央総合病院）　72
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研究班セミナー 3『輸血検査研究班セミナー』
　〈第 1 日目（10 月 28 日）　第Ⅳ会場　15：10 ～ 16：40〉

司会：山田　攻（埼玉医科大学病院輸血・細胞移植部）
　　　鈴木　克（JCHO 東京山手メディカルセンター臨床検査科）

R3-1�	� 地域包括ケア時代の在宅医療とその展望　 
～臨床検査技師は “ 地域バーチャル病院 ” の一翼として何を担いうるのか～

川越　正平（あおぞら診療所）　73
R3-2�	� 在宅輸血の実際　～在宅医療専門クリニック医師からの提言～

松尾　英男（えびす英クリニック）　75

研究班セミナー 4『微生物検査研究班セミナー』
　〈第 2 日目（10 月 29 日）　第Ⅱ会場　10：30 ～ 12：00〉

司会：渡辺　典之（埼玉医科大学国際医療センター中央検査部）

R4�	� グローバル化時代に求められる微生物検査　―侵襲性・呼吸器系感染症診断の視点から―
生方　公子（慶應義塾大学医学部感染症学教室）　77

研究班セミナー 5『生理検査研究班セミナー』
　〈第 2 日目（10 月 29 日）　第Ⅲ会場　10：30 ～ 12：00〉

司会：矢作　強志（川口市立医療センター）
　　　田名見里恵（上尾中央医科グループ上尾中央総合病院）

R5-1�	� こんなときどうする　生理検査の緊急対応　―心電図検査、心臓超音波検査―
早川　勇樹（自治医科大学附属さいたま医療センター）　78

R5-2�	 こんなときどうする　生理検査の緊急対応　―腹部超音波検査―
野本　隆之（上尾中央医科グループ吉川中央総合病院）　78

R5-3�	� こんなときどうする　生理検査の緊急対応　―血管超音波検査―
小野口　晃（自治医科大学附属さいたま医療センター）　78

研究班セミナー 6『病理・細胞検査研究班セミナー』
　〈第 2 日目（10 月 29 日）　第Ⅳ会場　10：30 ～ 12：00〉

司会：渡邉　俊宏（株式会社アムル上尾中央臨床検査研究所病理学検査）
　　　河野　哲也（自治医科大学附属さいたま医療センター病理部）

R6-1�	� 神奈川県における HE 染色精度管理調査　 
―平成 28 年度神奈川県臨床検査技師会精度管理調査―

坂口　忍（神奈川県臨床検査技師会病理検査研究班／北里大学病院病院病理部）　79
R6-2�	�� パパニコロウ染色の施設間差　 

―千葉県臨床検査技師会細胞診検査研究班の精度管理の取り組み―
松尾　真吾（国保直営総合病院君津中央病院）　80

研究班セミナー 7『公衆衛生検査研究班セミナー』
　〈第 2 日目（10 月 29 日）　第Ⅴ会場　10：30 ～ 12：00〉

司会：菊地　孝司（さいたま市健康科学研究センター）

R7-1�	�� ISO15189 から学んだ事　―検査の標準化～ 5S まで―
霜島　正浩（（株）ビー・エム・エル）　81

R7-2�	� JCI と ISO 15189 認定への取り組みと維持活動について
柳　和見（足利赤十字病院）　82

R7-3�	 『ISO15189』について　―コンサルタントなしの選択―
菊池　裕子（上尾中央医科グループ上尾中央総合病院）　84
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ランチョンセミナー 2『免疫血清分野』〈第 1 日目（10 月 28 日）　第Ⅱ会場　12：00 ～ 13：00〉
LS2	� 高感度トロポニン測定を取り巻く最新の話題

青木　和雄（アボットジャパン株式会社）　87
共催：アボットジャパン株式会社

ランチョンセミナー 3『臨床化学分野』〈第 1 日目（10 月 28 日）　第Ⅲ会場　12：00 ～ 13：00〉
司会：神山　清志（浦和医師会メディカルセンター）

LS3	� 臨床化学検査のグローバルハーモナイゼーション
前川　真人（浜松医科大学医学部臨床検査医学）　88
共催：ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社

ランチョンセミナー 4『臨床化学分野』〈第 1 日目（10 月 28 日）　第Ⅳ会場　12：00 ～ 13：00〉
LS4	� 日立自動分析装置 3500 のご紹介　―新しい自動分析装置のあり方「5 in 1」―

飯島　昌彦（株式会社日立ハイテクノロジーズ）　89
共催：株式会社日立ハイテクノロジーズ

ランチョンセミナー 5『一般分野』〈第 1 日目（10 月 28 日）　第Ⅴ会場　12：00 ～ 13：00〉
司会：川音　勝江（JCHO 埼玉メディカルセンター）

LS5	� 尿沈渣クイズ !!　あなたは、この検査値からどのような病態を推測しますか？
脇田　満（順天堂大学医学部附属順天堂医院臨床検査部）　90

共催：栄研化学株式会社

ランチョンセミナー 6『血液分野』〈第 2 日目（10 月 29 日）　第Ⅰ会場 B　12：15 ～ 13：15〉
司会：原　誠則（壮幸会行田総合病院）

LS6	� 若手検査技師のための凝固検査の知っておきたい基礎知識　 
―遭遇する可能性のある検査異常値からピットフォールまで―

須長　宏行（積水メディカル株式会社東日本営業所学術企画担当）　91
軍司　雅代（埼玉県済生会川口総合病院）　91

共催：積水メディカル株式会社

ランチョンセミナー 7『免疫血清分野』〈第 2 日目（10 月 29 日）　第Ⅱ会場　12：15 ～ 13：15〉
LS7	� 循環器診療における迅速 RAAS 測定の重要性　―いかに臓器障害を予防するか―

瀬在　明（日本大学医学部外科学系心臓血管外科学分野）　92
共催：和光純薬工業株式会社

ランチョンセミナー 8『血液分野』〈第 2 日目（10 月 29 日）　第Ⅲ会場　12：15 ～ 13：15〉
司会：羽鳥 浩司（独立行政法人地域医療機能推進機構群馬中央病院）

LS8	� 人工膝関節置換術におけるフィブリンモノマー複合体による術後血栓管理と最近の話題
児玉　隆夫（JCHO 埼玉メディカルセンター整形外科）　93

共催：シスメックス株式会社

ランチョンセミナー 9『免疫血清分野』〈第 2 日目（10 月 29 日）　第Ⅳ会場　12：15 ～ 13：15〉
LS9	� B 型肝炎ウイルス再活性化への対策　―高感度 HBs 抗原測定試薬の有用性―

新妻　幸子（富士レビオ株式会社営業学術グループ）　94
共催：富士レビオ株式会社
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ランチョンセミナー 10『管理運営分野』〈第 2 日目（10 月 29 日）　第Ⅴ会場　12：15 ～ 13：15〉
司会：松尾　久昭（シーメンスヘルスケア・ダイアグノスティクス株式会社）

LS10	� 人材評価と人材育成　―たかが仕事、されど仕事、どうせやるなら楽しく―
安藤　恭代（社会医療法人石心会埼玉石心会病院）　95

共催：シーメンスヘルスケア ･ ダイアグノスティクス株式会社




